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研究目的
スケール（水垢）を計測する光ファイバーセンサーを開発し，水環境や産業などの現

場で，スケールの監視や抑制法のための評価手法として確立する。

研究内容

スケールやファウリング，バイオフィルムによる問題は，水処理，食品工場，ボイ

ラー等の熱交換器，温泉や地熱発電所など様々な場所で見られ，設備の故障や閉塞をも

たらす。そのため，スケール防止のため様々な方策が開発されているが，その影響を短

時間で正確に，簡単に評価できる方法は確立されていなかった。

そこで光ファイバーを用いたセンサーを作製し，地熱水や温泉のスケール計測に利用

してきた。センサーは，光ファイバーと光源，検出器で構成され，単純で低コストであ

る。このセンサーでは短時間でスケール抑制剤の影響を評価でき，日本各地の地熱発電

所にて，実用性を実証してきた。また，このセンサーを利用してバイオフィルムの計測

にも成功している。

産学連携
センサーの製品化、実用化・販売が可能な連携企業を探しています。

また，水処理や食品などの産業で連携できる企業を探しています。
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関連画像

センサーの構成。光源と検出器とコアを露出

した光ファイバーで構成され，安価に構築で

きる

地熱水からのスケーリングに対する抑制剤

の効果。センサーによって6時間で評価で

きる
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スケール（水垢）の生成を計測する
光ファイバーセンサーと応用の探索
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